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1 動詞と文型

2 時　　　制

Training A

Training A

Training B

⑷ The problem is that 〜「問題は〜ということ
だ」　⑸述語動詞と that 節の動詞の時制が異なると
きは完了形の to 不定詞。（㊟ IO= 間接目的語，DO
＝直接目的語）

⑴「静かな流れは深い」（諺）　⑵ run short of
〜「〜が足りなくなる」　⑶ take after 〜「〜に似
ている」　⑷ be above 〜「〜よりも重要である」　⑸

「すべての人は平等に創られている」

⑴ it=that 〜で，SVOC の文型。
⑵「彼はとても正直なので嘘をつけない」→「彼の正
直さが彼に嘘をつくことを許さない」　⑶ 2・3 人
称の shall は 1 人称の意志を表す。　⑷「彼は落下し
てきた石で死んだ」→「石が落ちてきて彼を殺した」

⑴私はその偽りの報告を信じた。/ 私はその報告
が偽りだと信じた。　⑵その少女は彼の妻になった。
/ その服は彼の妻に似合った。　⑶私のおじは毎朝
走る。/ 私のおじはレストランを経営している。　⑷
私はその英語の本が簡単なことがわかった。/ 私は
その英語の本を簡単に見つけた。　⑸その男は彼を
殺した。/ その男は自殺した。
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Training A

5 助　動　詞

まとめの問題⑴

まとめの問題⑵

→「完全に姿を消していた」
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Training B
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6 不定詞・動名詞

⑵「降りる駅を間違える」

 ⑴「百聞は一見にしかず」（諺）。意味上の主語
が「一般の人」のときは表さないのがふつう。

⑴ that 節は過去完了。　⑵ only to 〜「結局は
〜だった」　⑶ that 節は過去形。　⑷ insist の後の
that 節は（should +）原形。　⑸ that 節は未来形

（時制の一致で would）。　⑹ We は「一般の人」を
指す。

（1）前置詞 of の目的語。

⑵「〜する価値がある」
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Training B

Training A

10 名詞と冠詞

「適切な ~」

⑴武器　⑵文学，学問　⑶財産　⑷品物
⑸努力，苦心

平面上に投影された影。　⑵ spirits「機嫌・気分」
⑶ a, b の単語はない。　⑷ make sense「意味が
通る」　⑸ such/what + a + 形容詞＋名詞

⑴「日本語が通じる」→「日本語が理解される」

⑴ news は不可算名詞。形容詞を修飾するの
は very。　⑵ by bus は「（交通手段としての）バス
で」。　⑶ bring 〜 to an end「〜を終わらせる」
⑷ catch + 人 + by the arm「〜 の 腕 を つ か む 」
⑸ furniture は不可算名詞。

-s は付いても単数としての用法がある名詞もあ
る。cf . a means 「手段」
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Training A

13 関 係 詞 ⑴

まとめの問題⑸

⑵ confidential「秘密の」　⑶「活発な」
⑷ worth は名詞の前には用いない。　⑸「想像力に
富んだ」　⑹「分別のある」　⑻「思いやりのある」
⑼ elder は兄弟・姉妹に使う。　⑿ alike は名詞の
前には用いない。　⒀「感受性の強い」
⒁ economical「節約になる」

⑵ in one’s twenties「〜の 20 代に」
⑶ all of a sudden = suddenly　 ⑷ -thing + 形
容詞　⑸「先日」= the other day.　this は副詞で
程度を表す。　⑹ beside oneself with 〜「〜で我
を 忘 れ る 」　 ⑺ keep + O + awake 「O を 目 覚 め
させておく」　⑼ another 〜「もう 1 つの〜」

「体重が増える」= gain
「〜と折り合っていく」= get along
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had

Training B

Training B

Training A

14 関 係 詞 ⑵

⑴彼は潜ることはできるが泳げない，私の知っ
ている唯一の人である。
⑵彼女は彼をひきつけるだろうと私がいつもわ
かっていたまさにそのタイプだった。
⑶誇りを抱いている人のだれがそのような悔辱に
耐えられるだろうか。
⑷私は彼との話を 10 時に終えたが，彼は私にもう
少しいてほしかった。
⑸世界中の都市に当てはまることだが，都心から
遠くなればなるほど，家賃は一般に安くなるもので
ある。

⑴ man（that）I . . . と考える。関係代名詞の
二重限定。　⑵ I always knew は挿入節。　⑶ that
の先行詞は Who。　⑸ As is true of 〜「〜に当て
はまることだが」，As は疑似関係代名詞。

⑴ In 50 years, our life will be quite different
from what it is now.
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Training B

Training A

17 否定・倒置・強調

まとめの問題⑺
両方を否定。　⑸ a「ええ，いいですよ」　 ⑹ any
〜 not の語順は普通は不可。　⑻ by no means「決
して〜でない」

　　 ⑵ far from 〜「〜どころではない」　⑶「彼が
美術館に一緒に行ったのはメアリーではなかった」
の後に続くもの。　⑷「気が進まなかったが，彼は
彼らの提案に賛成するしかなかった」　⑺ free
from 〜「〜がない」　⑻文頭の Little は「まったく
〜でない」の意味。

　　 ⑴否定語が文頭にきている倒置。　⑵ if の省略
による倒置。　⑶場所を表す副詞句が文頭にきてい
る倒置。　⑷ on 〜 ing「〜するとすぐに」→ no
sooner 〜 than... を 使 う。no sooner を 前 に 出 す
と倒置が起こる。　⑸ It is not until 〜 that . . .「~
して初めて…である」　⑹ It is 〜 that . . . の強調構
文を使う。
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Training B

Training A

18 話　　　法

二重否定。 か」　⑷直接話法が here, yesterday と限定されて
いることに注意。　⑺感嘆文にする。

〔always〕→部分否定。　⑵ It is 〜 that... の強調構
文にする。　⑶倒置構文を用いる。

　　 ⑷ ask の 目 的 語 は what he would do if 〜。
⑸伝逹文が命令文と平叙文なので，伝達動詞をそ
れぞれ変える。　⑹ but の後の that は省略できな
い。

　　 ⑴時制の一致で過去完了。　⑵歴史的事実は
常に過去形。　⑶現在の事実。　⑷仮定法過去完了。

　　 ⑵〜 ago「（今から）〜前に」，〜 before「（そ
の時から）〜前に」　⑶仮定法は時制の一致に従わ
ない。
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挑戦問題⑴

挑戦問題⑵

「（途 中 で）人 を 車 に 乗 せ て 行 く」，

に，酸素は海水から血液中に入り込んでいく。また

上動物の老廃物はある程度溜め込まれ，それほど有
害でない物質に転換させてから，最終的にその老廃

素がある。この酸索は，血管がたくさん通っていて

満たしている水分の中に溶けていなければならない。
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